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論文題目(外国語の場合は，その和訳を併記すること。)

セルゲイ・プロコフィエフの音楽の暗号と芸術性

一《ヒ。アノ・ソナタ》におけるラインとコードのアナグラムー

論文要旨

本研究は.20世紀のロシアを代表する作曲家のひとりであるセルグイ・セルゲーエヴィチ・プロコフ

イエフITpOKO俳eo，Cepre量Cepre回目(1891・1953)の《ピアノ・ツナタ》を分析研究対象とした。自伝に

おいて提唱された音楽的理念に基づき，分析理論的な視座から作曲者独自の創作過程を検証し，音楽の

暗号による楽曲構造の統一位について考察を行った。作曲者の独創的な音楽表現の具体化を美学上およ

び技法上の双方の観点から読み解くことによって. ((ピアノ・ソナタ》の演奏解釈の可能性を提示した。

序章では，本研究の分析概要と検証方法を提示し，考察上の基盤となる作曲者の著作および同時代人

の回想記録を概観した。主に. 1900年代から1950年代にかけての作曲者自身による二つの自伝，日記，

1950年代から1970年代にかけてのロシアの作曲家による回想記録を扱った。作曲者の自伝および日記を

もとに. ((ピアノ・ソナタ》の着想から創作に至るまでの経緯，創作時の状況，作曲者の音楽観，初演

から批評に関する証言について整理した。回想記録については，同時代のロシアの作曲家であるD.ショ

スタコーヴィチ(1906・1975) • D.カパレアスキー(1904・1987) • K.カラーエフ(1918-1982) • A.レ

ーマン(1915・1998)による著述を扱った。同時代の作曲家からみた当時のプロコフィエフの音楽の在り

方，楽曲が与えたインパクト，プロコフィエフの人生観などについて検証し，創作理念と音楽表現との

.関連性を提示した。

第一章では，自伝において，作曲者の創作上のポリシーとして提唱されたFiveLinesについて，音楽的

理念，作曲技法，ピアノ演奏法という三つの観点から《ピアノ・ソナタ》における音楽表現の具体化に

ついて考察した。第一章の前半では.20世紀の作曲家と音楽論の関係性について論考した。同時代にお

ける他芸術との比較考察の一例として，ロシアのアレクサンドル・ロトチェンコ(1891・1956)が提唱し

た「線主義(リエイズム)Jの問題を取り上げた。 FiveL祖国と『線主義(リニイズム)Jは，芸術上の

共時性にとどまらない。同時期における f構成主義』とも関わりながら，両者にとって線(ライン)J 

というものが芸術作品の『構成原理」であることを明示した。第一章の後半では.FiveL祖国の各ライン

の用語上の語源的定義と音楽における基本的概念について考察したあと. ((ピアノ・ソナタ》における

分析的例証を行った。第一の「古典的ラインJ.第二の「現代的ラインJ.第三の「トッカータ/モータ

ーのラインJ.第四の「持情的ラインJ.第五の『スケルツォのラインjについて.主題動機，和声，

(氏名木本麻希子.No. 1 ) 

リズムの各側面から音楽表現の具体化を明示した。 FiveLinesの全体の音楽的傾向について考察するため

に，各々のラインの組み合わせの種類について検討した。自伝における作曲者の音の組み合わせに関す

る証言とともに.Five Linesのひとつの解釈方法を提示した。

第二章では. ((ピアノ・ソナタ》における形式構造の分析と作曲者の息子が呼称したProkofievizeとい.

う独自の創作プロセスの問題を扱った。第二章の前半では，既往研究の分析結果とともに，楽曲構成，

テクスチュア，旋律，調性，和音，リズム，拍子における音楽的特徴の独自性について考察した。ピア

ノ演奏法については，急速楽章と緩徐楽章における奏法的特徴を整理した。第二章の後半では，プロコ

フィエフの独自の創作プロセスであるProkofievizeについて，後世の研究者による仮説的な定義とともに，

具体的な作曲技法を検証した。((ピアノ・ソナタ》からProkofievizeの代表的な分析例として，転調，調

号変更，オクタ}ブ転置.WrongNoteを取り上げた。 Prokofievizeによる技法とピアノ演奏法が結合した

具体例を提示した。

第三章では. <<ピアノ・ソナタ》における音楽の暗号の一例として.MorseCodeのコード略号の特定

と音型分析を行った。第三章の前半では，作曲者の証言から《ピアノ・ソナタ》と暗号的要素の関連性

について考察した。 MorseCodeの歴史と符号の概要とともに，音楽におけるコード略号とサインの解読

について論考した。第三章の後半では，コード略号の特定とそれらのサインとしての意味と解釈の可能

性について提起した。 MorseCodeのコード略号にはアルファベット (A~Z) J r数字 (0~9) J rマ

ークJがある。((ピアノ・ソナタ》におけるコード略号とサインを特定するにあたり鞍争Jに関連

する英単語に基づくコード略号の検証，符号の構成要素への細分化，特定されたサインの音型分析とい

う三段階の考察プロセスによって，分類を試みた。 M。路eCodel立，長点(ー)と短点(・)による二つ

の符号によって構成されているが符号(長短点)Jと対応する『音価」の抽出については，楽譜上

の f記諾された音価Jと演奏上の「知覚上の音価」という両方の観点から検証した。 r符号(長短点)J 
と「音価Jの対応関係があったものすべてを対象にしたうえで，主題動機，和声. 9ズムに関する音型

の基本分析を行った。複数のアルファベットの組み合わせによる『アナグラムJのサインについては，

《ピアノ・ソナタ》や第二次世界大戦に関連する用語から特定し，同様に音型分析を行った。

第四章では.MorseCodeの音型分析による表現形態の特徴と傾向の考察結果を提示した。第四章の前

半では，第6番Op.82.第7番Op.83.第S番Op.84の各楽章におけるサインの存在と意味の解釈を提示し，

楽章内における応用範囲，各楽章関，各ソナタ間の応用について考察した。 rアルファベットJ r数字J

fマーク」に基づく各サインの主題動機，和声，リズムにおける音楽的特徴の分析から，楽曲構造にお

ける統一性について僚敵した。暗号的な「アナグラム』を持つ可能性があるサインの解釈も提示した。

第四章の後半では，プロコフイエフのMorseCodeとの比較分析として，同時代のロシアの作曲家である

D.ショスタコーグィチの《交響曲》第7番Op.60rレエングラード」第四楽章(1941)およびR.シチェ

ドリン《二つのポリフオニックな小品》より『パッソ・オスティナートJ (1932)を取り上げた。作曲

家によってMorseCodeの音楽的な位置付けと表現形態が異なることを実証的に提示した。ショスタコー

グィチのサインは，一種の「効果音の楽音化Jであり，シチェドリンのサインは，ピアノにおける信号

音の「再現Jとして表現されていた。一方，プロコフィエフのMorseCodeについては.FiveL並esや

Prokofie吋zeという独自の技法とともに高次に暗号化されたものであり，一部のサインがアナグラムであ

ることを明示した。

(氏名木本麻希子.No. 2) 



第五章では， ((ピアノ・ソナタ》におけるMorseCodeの全体的な分析結果を提示した。各々のサイン

の提示範囲，音域，ダイナミクス，アーティキュレーション，奏法的特徴の傾向を提示した。((ピアノ

. :1ナタ》における各サインの表現形態がすべて異なる傾向を持ち，多様性に富むという結論を示した。

「アナグラムJの音型は，提示された楽章内で楽曲構造とともに『シンメトリー構造jを形成していた。

分析結果より，プロコフィエフの《ピアノ・ソナタ》第6番Op.82，第7番Op.83，第S番Op.84の三つのソ

ナタは， Morse Codeに基づく主題動機による構造上の統一位によって， ((戦争ソナタ》三部作として音

楽的に結びっくものであることを提示した。

プロコフイエフの《ピアノ・ソナタ》は， Five Lines， Prokofievize， Morse Codeという三つのアイデア

の交差から，音楽的理念，作曲技法，ピアノ演奏法の全領域において，作曲者の独創的な音楽表現とし

て結実していた。本研究では"これら三つのアイデアの技法上のシステムが「暗号的要素jを持ち，作

曲者特有の高度な作曲技法を提示していると結論づけた。

(氏名木本麻希子， No. 3) 

(注)3， 000~6， 000字(1， 000~2， 000語)でまとめること。
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要 旨

本研究は， 20世紀のロシアを代表する作曲家のひとり，セルゲイ・セルゲーエ

ヴィチ・プロコフイエフ(1891-1953) の《ピアノ・ソナタ》について、自伝にお

いて提唱された音楽的理念，作曲者独自の創作過程を検証し， 『音楽の暗号Jに

よる楽曲構造の統一性について，理念，技法，奏法の各視点から考察を行ったも

のである。論文は序章と 5章から構成される。

序章では，問題意識を明らかにし，分析の概要と検証方法を提示し，考察の基

盤となる作曲者の著作および同時代人の回想記録などを概観した。

第一章では，作曲者の創作上のポリシーとして自伝のなかで提唱されたFive

Linesについて，音楽的理念，作曲技法，ピアノ演奏法という三つの観点から， ((ピ

アノ・ソナタ》における音楽表現の具体化について考察している。

第二章では， 《ピアノ '';1ナタ》における形式構造の分析と作曲者の息子が呼

称したProkofievizeという独自の創作プロセスの問題を扱うた。((ピアノ・ソナ

タ》からProkofievizeの代表的な分析例として，転調，調号変更，オクターブ転

置， Wrong Noteを取り上げた。

第三章では((ピアノ・ソナタ》における音楽の暗号の一例として， Morse Code 

のコード略号の特定と音型分析を行った。((ピアノ・ソナタ》におけるコード略

号とサインを特定するにあたり戦争j に関連する英単語に基づくコード略号

の検証，符号の構成要素への細分化，特定されたサインの音型分析という三段階

の考察プロセスによって，分類を試みた。

第四章では， Morse Codeの音型分析による表現形態の特徴と傾向の考察結果を

提示した。比較分析として，同時代のロシアの作曲家であるD.ショスタコーグィ

チの《交響曲》第7番Op. 60 rレニングラード』第四楽章(1941)およびR. シチ
ェドリン《二つのポリフオニックな小品》より fパッソ・オスティナート J (1961l 
を取り上げ，プロコフイエフの表現におけるMorseCodeの音楽的な位置付けとは

表現形態およびその意味付けが異なることを実証的に提示した。

第五章では， ((ピアノ・ソナタ》におけるMorseCodeの全体的な分析結果を提

示した。各々のサインの提示範囲，音域，ダイナミタス，アーテイキュレーショ

ン，奏法的特徴の傾向、を提示した。((ピアノ・ソナタ》における各サインの表現

形態がすべて異なる傾向を持ち，多様性に富むという結論を示した。

最後に，プロコフイエフの《ピアノ・ソナタ》におけるFiveLines， Frokofievize， 

Morse Codeという三つのアイデアの交差は，音楽的理念，作曲技法，ピアノ演奏

法の全領域において，作曲者の独創的な音楽表現として結実していた。本研究で

はこれら三つのアイデアの技法上のシステムが「暗号的要素Jを持ち，作曲者特

有の高度な作曲技法を提示するものであるど結論づけた。

本研究の背景には，職人気質的に編み出されていったプロロフイエフの創作の

美学が，膨大な情報量にあっても的確に捉えられてこなかった経緯が、ある。その

意義は. ({ピアノ・ソナタ》を対象と、して，プロコブイエフの創作の美学を音楽

的理念，作曲技法，ピアノ演奏法という三つの観点から整理した点。 また，モー

ルス・コードを単なる「サインj としてだけでなく、詳細な楽曲分析を通じて，

そこに『作品創作の基盤」となる美学的な意義を見出した点にある。また，戦争

や移住などによる，創作環境の劇的な変化と創作の美学との深い関係性を示唆し

ている。今後，本論文の考察は，受容理論を含めて，作品の多様な解釈の存在と

理解，および作曲家像の新たな地平を切り開いていく契機になる左考えられる。

本審査委員会は，学位申請者の博士(学術)学位を得る資格があると認める。なお

学位申請者は，本論文に関わるレフェリー付きの論文を2本，レフェリーなしの論

文を2本発表し，圏内学会発表を4回行っている。博士(学術)学位申請の要件を充

足している。

1)丞率度重呈二句、プロコフイエフの《ピアノ・ソナタ》におけるポリティクス

- r5つのラインJのマニフェスト←J， Ii'ロシア・東欧研究J;ロシア・東
欧学会編， 2015年

2)本杢盛宜主 rs. プロコフイエフ《ピアノ・ソナタ》におけるWrong，Notes-
rsつのライン」のスケルツォ的要素ーJ. Ii'神戸大学大学院人開発達環境学研
究科研究紀要』第7巻第1号. 2013年

レフェリー付きの論文の発表位ついて，記載すること。




